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キラル細孔に気体分子を吸着する結晶性ナフチレン大環状分子

Crystalline naphthylene macrocycles capturing gaseous small molecules 
in chiral nanopores 
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1   はじめに 
ナノメートルサイズの空孔を有する結晶は機能性

物質として注目されている．共役大環状分子からな

る結晶性の多孔性材料では，空孔の化学組成やサイ

ズ・形状の制御が可能であるため有用である．本研

究では，ナフタレンの 1,6 位を連結した大環状分子
である [n]cyclo-epi-naphthylene ([n]CeNAP) を合成し，
その分子構造と空孔へのガス吸着能を解明した． 

2実験 
[n]CeNAP はニッケル錯体を用いるカップリング
反応によりワンポットで合成した（図 1）．単結晶
を作成し，KEK PF BL17A 及び BL1A ビームライン
の高輝度 X 線を用いて結晶構造解析を行った．
[8]CeNAP については窒素ガス吸着実験によりその
キラル空孔を解析した．

図 1. (Rm)-[n]CeNAPの合成． 

3   結果および考察 
[8]CeNAP, [10]CeNAP 及び[12]CeNAP は一次元の
カラム状パッキング構造を有していた．例として
[12]CeNAP の構造を図 2 に示した．[8]CeNAP につ
いては窒素ガス吸着能とガス吸着時の分子構造につ
いても明らかにし，窒素ガスがC2対称のキラルな配
列を形成していることを明らかにした． 

図 2. (R6)-[12]CeNAPのパッキング構造．緑色は空孔
に取り込まれた溶媒分子． 

4   まとめ 
キラルな空孔を有する大環状分子[n]CeNAP を合
成し，その多孔性結晶構造とガス吸着能を解明した． 
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